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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置から無線通信により楽曲再生に必要な音楽データと楽曲に関する付属情報とを
受信する受信手段と、
　前記受信手段によって受信した前記音楽データに基づいて楽曲の再生を行う楽曲再生手
段と、
　前記受信手段によって受信した前記付属情報が不完全であるか否かを判定する付属情報
判定手段と、
　前記付属情報判定手段によって前記付属情報が不完全であると判定されたときに、この
不完全な前記付属情報を補完する付属情報補完手段と、
　前記付属情報の送信を前記外部装置に対して要求する付属情報要求手段と、
　を備え、前記受信手段が受信可能な前記付属情報の最大容量が設定されており、
　前記付属情報判定手段は、前記付属情報要求手段の要求に対応して前記最大容量と等し
いデータ量の前記付属情報を前記受信手段で受信した場合に、この受信した付属情報が不
完全であると判定することを特徴とするオーディオ装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記付属情報判定手段は、前記外部装置が保持する前記付属情報が存在しない場合であ
って、前記付属情報要求手段の要求に対応して、該当する前記付属情報が存在しない旨が
前記外部装置から通知された場合にこの付属情報が不完全であると判定することを特徴と
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するオーディオ装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　複数の楽曲のそれぞれに対応する付属情報を、前記外部装置が保持する付属情報とは別
に格納する付属情報格納手段をさらに備え、
　前記付属情報補完手段は、前記付属情報判定手段によって前記付属情報が不完全である
と判定されたときに、この付属情報によって楽曲を特定し、特定した楽曲に対応する付属
情報を前記付属情報格納手段から読み出して、不完全な付属情報に置き換えることを特徴
とするオーディオ装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記付属情報には、対応する楽曲の再生時間長が含まれており、
　前記付属情報補完手段は、前記再生時間長に基づいて楽曲を特定し、同じ再生時間長を
有する楽曲に対応する付属情報を前記付属情報格納手段から読み出すことを特徴とするオ
ーディオ装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかにおいて、
　前記無線通信は、ブルートゥース方式を用いた通信であることを特徴とするオーディオ
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生中の楽曲に関する曲情報を他の装置から無線通信により取得するオーデ
ィオ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ブルートゥース（登録商標）方式等の無線通信によって音声データ送信装置
と音声出力装置とを接続し、音声出力装置において、音声データ送信装置から受信した音
声データに対応する楽曲の音声を出力するとともに、音声データの最初の数秒間の音声波
形データを用いて問い合わせを行ってアルバム名やトラック名等の曲情報を取得して表示
するようにした構成が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２８２３４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示された構成では、音楽データ送信装置からは楽曲の音楽データしか送
信されないことが前提となっており、このため、音楽データの受信側である音声出力装置
においてその先頭部分の音声波形データを用いて曲情報を取得している。
【０００５】
　ところで、ブルートゥース方式に対応した規格であるＡＶＲＣＰ（Audio Video Remote
 Control）ｖｅｒ１．４に対応し、さらにブラウジング（Browsing）機能をサポートして
いる場合には、音楽データ送信装置から、音楽データに対応する曲情報を取得することが
可能となる。このようにして取得する曲情報は、利用者自身が編集している場合もあるた
め、特許文献１の構成において取得可能な曲情報よりも優先的に活用できれば、利用者の
嗜好等を反映した表示等が可能となるため望ましい。ところが、特許文献１の構成ではそ
のような使い方はできない。
【０００６】
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　一方、上述したＡＶＲＣＰｖｅｒ１．４に対応し、ブラウジング機能をサポートしてい
る場合であっても、受信可能な曲情報の容量は音声出力装置毎に決まっており、音声デー
タ送信装置に保持された曲情報のデータ量がこの受信可能な曲情報の容量よりも大きいと
、保持された曲情報の一部しか音声出力装置によって受信できないことになり、曲情報の
一部が欠落することになる。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みて創作されたものであり、その目的は、楽曲再生に必要
な音楽データを供給する他の装置（外部装置）から曲情報（付属情報）を取得するととも
に、取得した曲情報が不完全な場合に曲情報を補完することができるオーディオ装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決するために、本発明のオーディオ装置は、外部装置から無線通信に
より楽曲再生に必要な音楽データと楽曲に関する付属情報とを受信する受信手段と、受信
手段によって受信した音楽データに基づいて楽曲の再生を行う楽曲再生手段と、受信手段
によって受信した付属情報が不完全であるか否かを判定する付属情報判定手段と、付属情
報判定手段によって付属情報が不完全であると判定されたときに、この不完全な付属情報
を補完する付属情報補完手段とを備えている。これにより、楽曲再生に必要な音楽データ
を供給する外部装置から付属情報を取得することができるとともに、取得した付属情報が
不完全なものである場合にこれを補完して完全な付属情報とすることができる。
【０００９】
   また、上述した付属情報の送信を外部装置に対して要求する付属情報要求手段をさら
に備え、受信手段が受信可能な付属情報の最大容量が設定されており、付属情報判定手段
は、付属情報要求手段の要求に対応して最大容量と等しいデータ量の付属情報を受信手段
で受信した場合に、この受信した付属情報が不完全であると判定している。オーディオ装
置において受信可能な最大容量を超える付属情報については、この最大容量に等しいデー
タ量の付属情報を受信した場合にこの付属情報は不完全であると判定することができ、こ
の不完全な付属情報に対する補完処理を行うことが可能となる。
【００１１】
　また、上述した付属情報判定手段は、外部装置が保持する付属情報が存在しない場合で
あって、付属情報要求手段の要求に対応して、該当する付属情報が存在しない旨が外部装
置から通知された場合にこの付属情報が不完全であると判定することが望ましい。これに
より、本来存在するはずの付属情報が存在しない場合であっても不完全な付属情報と判定
し、この不完全な付属情報に対する補完処理を行うことが可能となる。
【００１２】
　また、複数の楽曲のそれぞれに対応する付属情報を、外部装置が保持する付属情報とは
別に格納する付属情報格納手段をさらに備え、付属情報補完手段は、付属情報判定手段に
よって付属情報が不完全であると判定されたときに、この付属情報によって楽曲を特定し
、特定した楽曲に対応する付属情報を付属情報格納手段から読み出して、不完全な付属情
報に置き換えることが望ましい。これにより、最大容量を超えたり、内容が欠落している
場合（付属情報が存在しない場合）であっても、完全な付属情報を確実に得ることができ
る。
【００１３】
　また、上述した付属情報には、対応する楽曲の再生時間長（曲時間）が含まれており、
付属情報補完手段は、再生時間長に基づいて楽曲を特定し、同じ再生時間長を有する楽曲
に対応する付属情報を付属情報格納手段から読み出すことが望ましい。これにより、簡易
な方法で楽曲を特定して付属情報を読み出すことができる。
【００１４】
　また、上述した無線通信は、ブルートゥース方式を用いた通信であることが望ましい。
これにより、ブルートゥース規格にしたがって取得した付属情報が不完全であるか否かを
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判定し、必要に応じて付属情報を補完することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態のオーディオシステムの全体構成を示す図である。
【図２】車載オーディオ装置の構成を示す図である。
【図３】携帯オーディオ装置の構成を示す図である。
【図４】車載オーディオ装置と携帯オーディオ装置との間で送受信されるコマンドとレス
ポンスの内容を示す図である。
【図５】コマンドとレスポンスで用いられる曲情報のＩＤとその内容を示す図である。
【図６】コマンドの具体例を示す図である。
【図７】レスポンスの具体例を示す図である。
【図８】ＡＶＣＴＰの階層構造を示す図である。
【図９】車載オーディオ装置において曲情報を取得してその内容を表示するまでの動作手
順を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明を適用した一実施形態のオーディオシステムについて、図面を参照しなが
ら説明する。図１は、一実施形態のオーディオシステムの全体構成を示す図である。図１
に示すように、本実施形態のオーディオシステムは、相互に無線通信によって接続された
車載オーディオ装置１００と携帯オーディオ装置２００とを含んで構成されている。これ
らの間を接続する無線通信としてはブルートゥース方式が用いられ、しかも、両方の装置
がＡＶＲＣＰｖｅｒ１．４に対応し、ブラウジング機能をサポートしているものとする。
これにより、車載オーディオ装置１００は、携帯オーディオ装置２００から送信される楽
曲再生に必要な音楽データを受信して楽曲再生を行うとともに、携帯オーディオ装置２０
０から再生対象の楽曲に関する付属情報としての曲情報を取得してその内容を表示するこ
とが可能となる。この曲情報は、楽曲に関するメタデータであって、曲名、アーティスト
名、アルバム名等を含んでいる。
【００１７】
　図２は、車載オーディオ装置１００の構成を示す図である。図２に示すように、車載オ
ーディオ装置１００は、制御部１１０、通信インタフェース部（通信Ｉ／Ｆ）１２０、オ
ーディオ処理部１３０、増幅器１３２、スピーカ１３４、表示処理部１４０、表示部１４
２、操作部１５０、ＣＤＤＢ（Compact Disc DataBase）１６０を備えている。この車載
オーディオ装置１００としては、オーディオ再生に関する機能のみを有する場合の他、車
載ナビゲーション装置やラジオ受信機、地上波デジタル放送受信機等の機能を併せ持つ場
合が考えられる。
【００１８】
　制御部１１０は、車載オーディオ装置１００の全体を制御する。この制御部１１０は、
ＣＰＵおよびＲＡＭ、ＲＯＭ等によって構成されており、所定のプログラムを実行するこ
とにより各種の動作を行う。制御部１１０の詳細については後述する。通信インタフェー
ス部１２０は、ブルートゥース方式によって携帯オーディオ装置２００との間で無線接続
を行って各種データの送受信を行う通信装置（ブルートゥース機器）である。本実施形態
では、ブルートゥース方式による無線通信に必要なハードウエアがこの通信インタフェー
ス部１２０によって実現され、ソフトウエアが制御部１１０によって実現されている。
【００１９】
　オーディオ処理部１３０は、携帯オーディオ装置２００から送られてきた音楽データを
再生するためのものであり、データ形式毎の音声復号処理等を行ってオーディオ信号を出
力する。このオーディオ信号は、増幅器１３２によって増幅され、スピーカ１３４から出
力される。なお、実際には、２チャンネルあるいはそれ以上のチャンネル数のオーディオ
信号が再生されて出力されるが、図２に示す構成では、簡略化して１つの増幅器１３２と
１つのスピーカ１３４が図示されている。
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【００２０】
　表示処理部１４０は、再生対象となる楽曲を選択する画面や、再生中の楽曲に関する情
報（曲情報）を表示するためのものであり、制御部１１０によって作成されたこれらの画
像をＬＣＤ等の表示部１４２に表示する。操作部１５０は、利用者による各種操作を受け
付けるためのものであり、各種のスイッチや操作つまみ等が備わっている。なお、表示部
１４２の画面に重ねて配置されるタッチパネルを用いて操作部１５０を構成したり、リモ
ートコントロールユニット等を用いて操作部１５０を構成するようにしてもよい。
【００２１】
　ＣＤＤＢ１６０は、音楽ＣＤのアーティスト名、アルバム名、収録楽曲数や各楽曲名、
演奏時間長などの曲情報を収めたデータベースであり、過去に発売された多くの音楽ＣＤ
の曲情報が含まれる。
【００２２】
　次に、制御部１１０について説明する。図２に示すように、制御部１１０は、音楽デー
タ取得部１１１、楽曲再生部１１２、曲情報要求部１１３、曲情報取得部１１４、曲情報
判定部１１５、曲情報補完部１１６、曲情報表示処理部１１７を含んで構成されている。
【００２３】
　音楽データ取得部１１１は、携帯オーディオ装置２００から音楽データを受信して取得
する。楽曲再生部１１２は、音楽データ取得部１１１によって取得した音楽データをオー
ディオ処理部１３０に送り、楽曲の再生動作を制御する。曲情報要求部１１３は、再生中
の楽曲の曲情報の送信を携帯オーディオ装置２００に対して要求する。曲情報取得部１１
４は、曲情報要求部１１３の要求に応じて携帯オーディオ装置２００から送られてきた曲
情報を受信して取得する。
【００２４】
　曲情報判定部１１５は、曲情報取得部１１４によって取得した曲情報が不完全であるか
否かを判定する。本実施形態では、車載オーディオ装置１００毎に受信可能な曲情報の最
大容量が設定されており、携帯オーディオ装置２００では、保持する曲情報のデータ量が
この最大容量を超えた場合にはこの最大容量に合わせて曲情報の送信が行われる。したが
って、曲情報取得部１１４によって取得された曲情報のデータ量が最大容量に一致してい
る場合には、携帯オーディオ装置２００に保持された曲情報のデータ量が多くて、その一
部が削除された曲情報が送信された可能性がある。この点を考慮し、曲情報判定部１１５
では、曲情報取得部１１４によって取得された曲情報のデータ量と最大容量の一致／不一
致を調べて曲情報が不完全であるか否かを判定し、一致している場合に曲情報が不完全で
あると判定している。なお、本実施形態では、携帯オーディオ装置２００に曲情報が保持
されていない場合についても、この曲情報が不完全であると判定することにしている。
【００２５】
　曲情報補完部１１６は、取得した曲情報が不完全であると曲情報判定部１１５によって
判定されたときに、この不完全な曲情報を補完する。具体的には、曲情報補完部１１６は
、不完全な曲情報に対応する楽曲を特定し、この特定した楽曲に対応する曲情報をＣＤＤ
Ｂ１６０を検索して読み出し、読み出した曲情報を不完全な曲情報に置き換える。曲情報
表示処理部１１７は、曲情報取得部１１４によって取得された曲情報が完全なものであっ
た場合にはこの曲情報の内容を、不完全なものであった場合には曲情報補完部１１６によ
って補完された後の曲情報の内容を表示する画像を作成する。この画像は表示処理部１４
０に送られ、表示部１４２に表示される。
【００２６】
　上述した音楽データ取得部１１１、曲情報取得部１１４、通信インタフェース１２０が
受信手段に、楽曲再生部１１２、オーディオ処理部１３０が楽曲再生手段に、曲情報判定
部１１５が付属情報判定手段に、曲情報補完部１１６が付属情報補完手段に、曲情報要求
部１１３が付属情報要求手段にそれぞれ対応する。
【００２７】
　図３は、携帯オーディオ装置２００の構成を示す図である。図３に示すように、携帯オ
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ーディオ装置２００は、制御部２１０、通信インタフェース部（通信Ｉ／Ｆ）２２０、オ
ーディオ処理部２３０、増幅器２３２、スピーカ２３４、表示処理部２４０、表示部２４
２、操作部２５０、楽曲記憶部２６０を備えている。
【００２８】
　制御部２１０は、携帯オーディオ装置２００全体を制御する。この制御部２１０は、Ｃ
ＰＵおよびＲＡＭ、ＲＯＭ等によって構成されており、所定のプログラムを実行すること
により各種の動作を行う。通信インタフェース部２２０は、ブルートゥース方式によって
車載オーディオ装置１００との間で無線接続を行って各種データの送受信を行う通信装置
である。本実施形態では、ブルートゥース方式による無線通信に必要なハードウエアがこ
の通信インタフェース部２２０によって実現され、ソフトウエアが制御部２１０によって
実現されている。
【００２９】
　オーディオ処理部２３０は、楽曲記憶部２６０に記憶されている音楽データを再生する
ためのものであり、データ形式毎の音声復号処理等を行ってオーディオ信号を出力する。
このオーディオ信号は、増幅器２３２によって増幅され、スピーカ２３４から、あるいは
スピーカ２３４の代わりに接続されたイヤホン（図示せず）から出力される。
【００３０】
　表示処理部２４０は、再生対象となる楽曲を選択したり、再生中の楽曲に関する情報を
表示するためのものであり、制御部２１０によって作成されたこれらの画像をＬＣＤ等の
表示部２４２に表示する。操作部２５０は、利用者による各種操作を受け付けるためのも
のであり、各種のスイッチや操作つまみ等が備わっている。なお、表示部２４２の画面に
重ねて配置されるタッチパネルを用いて操作部２５０を構成するようにしてもよい。
【００３１】
　楽曲記憶部２６０は、複数の楽曲について、各楽曲の再生に必要な音楽データと、各楽
曲の楽曲に関する付属情報としての曲情報が格納される。例えば、通信インタフェース２
２０あるいはその他の図示しない通信インタフェース（ＵＳＢインタフェースや無線ＬＡ
Ｎインタフェース等）を介して接続されたパーソナルコンピュータを用いてＣＤから音楽
データを取り込み（Ripping）、同時にこのパーソナルコンピュータに備わったＣＤＤＢ
あるいはインターネットを介して接続したサーバに備わったＣＤＤＢから音楽データ（楽
曲）に対応する曲情報を取り込む場合などが考えられる。曲情報については、このような
取り込み動作の後に、あるいは、このような取り込み動作を行わずに、利用者自身が適宜
編集する場合が考えられる。例えば、英語表記の曲名やアーティスト名、アルバム名など
を日本語表記に置き換える場合である。なお、上述した楽曲記憶部２６０への音楽データ
や曲情報の取り込み方法は一例であって、他の方法を用いるようにしてもよい。
【００３２】
　ところで、携帯オーディオ装置２００は、単独で動作するオーディオプレーヤとしての
機能を有しており、楽曲記憶部２６０に格納された音楽データをオーディオ処理部２３０
に入力して楽曲の再生を行ったり、再生中の楽曲に対応する曲情報の内容を表示処理部２
４０によって表示部２４２に表示することができる。
【００３３】
　これに加えて、車載オーディオ装置１００と携帯オーディオ装置２００は互いに連係し
て動作する機能を有しており、車載オーディオ装置１００からの指示に応じて携帯オーデ
ィオ装置２００から各楽曲の音楽デーや曲情報を車載オーディオ装置１００に送信し、車
載オーディオ装置１００において楽曲の再生や曲情報の表示を行うことができる。本実施
形態では、この機能は、車載オーディオ装置１００および携帯オーディオ装置２００のそ
れぞれが、ブルートゥース端末の音楽フォルダのフォルダ構成（フォルダー名、トラック
名などの曲情報）の取得に対応したＡＶＲＣＰｖｅｒ１．４に対応し、ブラウジング機能
をサポートすることにより実現している。これにより、車載オーディオ装置１００の制御
部１１０内の音楽データ取得部１１１は、携帯オーディオ装置２００に対して楽曲を指定
して音楽データを取得することが可能となる。
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【００３４】
　次に、車載オーディオ装置１００によって再生中の楽曲の曲情報を取得する動作につい
て説明する。本実施形態では、車載オーディ装置１００から携帯オーディオ装置２００に
向けて曲情報の送信を要求するコマンドを送り、このコマンドに対するレスポンスとして
曲情報を受信することにより、曲情報を取得している。
【００３５】
　図４は、車載オーディオ装置１００と携帯オーディオ装置２００との間で送受信される
コマンドとレスポンスの内容を示す図である。図４に示すように、車載オーディオ装置１
００から携帯オーディオ装置２００に向けて送信されるコマンド（Command）としては、
「GetItemAttribute」コマンドが用いられる。このコマンドの内容（Command Parameters
）としては、Ｓｃｏｐｅ、ＵＩＤ、ＵＩＤ　Ｃｏｕｎｔｅｒｓ、Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ａ
ｔｔｒｉｂｕｔｅｓ、ＡｔｔｒｉｂｕｔｅＩＤ　ｌｉｓｔが含まれている。この中で、「
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ」は送信を要求する曲情報の数であり、「Ａ
ｔｔｒｉｂｕｔｅＩＤ　ｌｉｓｔ」は送信を要求する曲情報のＩＤリストである。
【００３６】
　また、このコマンドに対応して携帯オーディオ装置２００から車載オーディオ装置１０
０に向けて送り返されてくるレスポンスの内容（Response Parameters）としては、Ｓｔ
ａｔｕｓ、Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ、Ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　Ｖａｌｕ
ｅ　Ｌｉｓｔが含まれている。「Ｓｔａｔｕｓ」はエラーの有無を示す。「Ｎｕｍｂｅｒ
　ｏｆ　Ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ」は携帯オーディオ装置２００から送信する曲情報の数で
あるが、必ずしもコマンドで指定された曲情報の数と同じであるとは限らず、これよりも
少ない場合がある。「Ａｔｔｒｉｂｕｔｅ　Ｖａｌｕｅ　Ｌｉｓｔ」は曲情報のリストで
あり、曲情報の具体的な内容が含まれる。
【００３７】
　図５は、コマンドとレスポンスで用いられる曲情報のＩＤとその内容を示す図である。
図５において、「AttributeID」は曲情報のＩＤ（識別番号）を、「Description」はその
内容を、「Mandatory/Optional」はその項目が必須（Mandatory）であるか任意（Optiona
l）であるかをそれぞれ示している。各ＩＤに対応して、メディア名（Title of the medi
a）、アーティスト名（Name of the artist）、アルバム名（Name of the album）、例え
ばＣＤの場合にトラック番号を示すメディア番号（Number of the media）、例えばＣＤ
の場合にトラック総数を示すメディア総数（Total number of the media）、ジャンル（G
enre）、ミリ秒単位の曲時間（Playing time in millisecond）などが含まれている。「G
etItemAttribute」コマンドを用いることにより、これら複数の曲情報の中から取得を希
望する曲情報を任意に選択することが可能となる。なお、これらの曲情報は一例であって
、適宜追加や変更を行うようにしてもよい。
【００３８】
　図６は、コマンドの具体例を示す図である。例えば、送信を要求する曲情報のＩＤリス
トには、メディア名（ＣＤの場合にはＣＤのタイトル）、アーティスト名、メディア番号
を示す３つのＩＤが含まれている。図７は、レスポンスの具体例を示す図である。図６に
示すコマンドに対応して携帯オーディオ装置２００から車載オーディオ装置１００に向け
て送られるレスポンスが示されている。
【００３９】
　なお、図６および図７に示した例は、送受信されるコマンドとレスポンスの内容を理解
するためのものであり、曲情報の１つである「曲時間」が含まれていない。しかし、本実
施形態では、取得した曲情報が不完全なものであるか否かを判定するために楽曲を特定す
る必要があり、楽曲の特定に「曲時間」を用いるため、「GetItemAttribute」コマンドで
指定する曲情報の中には「曲時間」を含める必要がある。但し、曲時間を含めずに、別の
コマンドを発行して曲時間を取得するようにしてもよい。
【００４０】
　ところで、上述したコマンドやレスポンスは、ＡＶデバイスの制御メッセージを伝送す
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るための通信プロトコルであるＡＶＣＴＰ（Audio/Video Control Transport Protocol）
上で使用されるものである、さらに、このＡＶＣＴＰは、ブルートゥースにおいて接続す
る機器同士のデータ伝送路（論理チャンネル）を設定する通信プロトコルであるＬ２ＣＡ
Ｐ（Logical Link Control and Adaptive Protocol）上で定義されたプロトコルである（
図８）。このため、Ｌ２ＣＡＰで定義された制約が、上述したコマンドやレスポンスにも
適用される。その結果、Ｌ２ＣＡＰに規定されている、各デバイスが接続相手に通知する
最大受信サイズ（ＭＴＵ）により、完全な曲情報ではなく、接続相手のＭＴＵに収まるサ
イズの曲情報しか送信できないことになる。例えば、車載オーディオ装置１００からＭＴ
Ｕが５０バイトであることが携帯オーディオ装置２００に通知された場合を考えると、車
載オーディオ装置１００から携帯オーディオ装置２００に送られるコマンドによって５０
バイトに収まらないサイズ（データ量）の曲情報が要求された場合であっても、実際に携
帯オーディオ装置２００から送られてくるレスポンスは５０バイトまでであり、これを超
える分について削除される。また、ブルートゥースの規格上、曲情報の送受信回数は１回
に限られており、レスポンスを複数回に分けて送ることはできない。
【００４１】
　図９は、車載オーディオ装置１００において曲情報を取得してその内容を表示するまで
の動作手順を示す流れ図である。例えば、音楽データ取得部１１１によって取得した音楽
データを用いて楽曲再生部１１２による再生動作中にこの楽曲に対応する曲情報を取得す
る場合について説明する。
【００４２】
　曲情報要求部１１３は、図４に示した「GetItemAttribute」コマンドを通信インタフェ
ース１２０を介して携帯オーディオ装置２００に送り、曲情報の送信を要求する（ステッ
プ１００）。携帯オーディオ装置２００内の制御部２１０は、通信インタフェース２２０
を介してこのコマンドを受信すると、このコマンドによって指定された１あるいは複数の
曲情報を含むレスポンスを車載オーディオ装置１００に向けて送り返す。曲情報取得部１
１４は、通信インタフェース１２０を介してこのレスポンスを受信し、このレスポンスに
含まれる曲情報を取得する（ステップ１０２）。
【００４３】
　次に、曲情報判定部１１５は、レスポンスに曲情報が含まれているか否かを判定する（
ステップ１０４）。なお、図５に示した曲情報としての「曲時間（Playing time in mill
isecond）」はリッピング等により音楽データを取得した際に自動的に生成されるもので
あるとともに、楽曲の特定に用いるものであるため、少なくとも曲時間は含まれているこ
とを前提としている。したがって、ステップ１０４ではこの曲時間以外の曲情報が含まれ
るか否かが判定される。
【００４４】
　曲情報が含まれている場合にはステップ１０４の判定において肯定判断が行われる。次
に、曲情報判定部１１５は、受信可能な最大容量（最大受信サイズＭＴＵ）と受信した曲
情報（レスポンス）のデータ量とが一致しているか否かを判定する（ステップ１０６）。
一致していない場合（受信したレスポンスのデータ量がＭＴＵよりも小さい場合）には否
定判断が行われ、次に、曲情報表示処理部１１７は、取得した曲情報の内容を表示する（
ステップ１０８）。
【００４５】
　また、レスポンスに曲情報が含まれておらずにステップ１０４の判定において否定判断
が行われた場合や、ＭＴＵとレスポンスのデータ量とが一致してステップ１０６の判定に
おいて肯定判断が行われた場合には、次に、曲情報補完部１１６は、不完全な曲情報に対
応する楽曲を特定し、この特定した楽曲に対応する曲情報をＣＤＤＢ１６０から検索して
読み出し、読み出した曲情報を不完全な曲情報に置き換える補完処理を行う（ステップ１
１０）。一般に、ＣＤ等から読み込んだ楽曲の曲時間は１／１００秒単位で設定されてお
り、レスポンスに含まれる曲時間（１／１０００秒単位なので１／１００秒単位までの値
を用いる）と同じ値を有する楽曲をＣＤＤＢ１６０内において特定することができ、この
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特定した楽曲の曲情報を用いることで上記の補完処理を行うことができる。その後、曲情
報表示処理部１１７によって、補完後の曲情報の内容表示が行われる（ステップ１０８）
。
【００４６】
　このように、本実施形態の車載オーディオ装置１００では、楽曲再生に必要な音楽デー
タを供給する外部装置としての携帯オーディオ装置２００から曲情報を取得することがで
きるとともに、取得した曲情報が不完全なものである場合にこれを補完して完全な曲情報
とすることができる。特に、受信可能な曲情報の最大容量（最大受信サイズ（ＭＴＵ））
が設定されている場合に、このＭＴＵを超える曲情報については、ＭＴＵに等しいデータ
量の曲情報を受信した場合にこの曲情報が不完全であると判定することができ、この不完
全な曲情報に対する補完処理を行うことが可能となる。また、本来存在するはずの曲情報
が存在しない場合についても不完全な曲情報と判定し、この不完全な曲情報に対する補完
処理を行うことが可能となる。
【００４７】
　また、車載オーディオ装置１００にＣＤＤＢ１６０を備えることにより、ＭＴＵを超え
たり、内容が欠落している場合（曲情報が存在しない場合）であっても、完全な曲情報を
確実に得ることができる。さらに、曲時間を用いることにより、簡易な方法で楽曲を特定
して曲情報をＣＤＤＢ１６０から読み出すことができる。
【００４８】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨の範囲内におい
て種々の変形実施が可能である。例えば、上述した実施形態では、曲時間に基づいて楽曲
を特定してＣＤＤＢ１６０から対応する曲情報を読み出すようにしたが、楽曲の特定はそ
れ以外の方法を用いるようにしてもよい。例えば、携帯オーディオ装置２００から取得し
た曲情報とＣＤＤＢ１６０に格納された各楽曲の曲情報とを比較し、複数種類の曲情報（
アーティスト名やアルバム名など）の一致／不一致に基づいて楽曲を特定したり、携帯オ
ーディオ装置２００から取得した曲情報に対応する音楽データの波形情報を抽出し、同じ
波形情報を有する楽曲を特定するようにしてもよい（この場合にはＣＤＤＢ１６０等に各
楽曲の波形情報も格納しておく必要がある）。
【００４９】
　また、携帯オーディオ装置２００から送られてくるレスポンスに曲時間が含まれない場
合（コマンドで要求したがＭＴＵによる制限からレスポンスに曲時間が含まれなかった場
合）には、曲情報取得部１１４は、曲時間を取得するための別のコマンドを携帯オーディ
オ装置２００に送り、このコマンドに対するレスポンスとして曲時間を取得するようにし
てもよい。
【００５０】
　また、上述した実施形態では、車載オーディオ装置１００にＣＤＤＢ１６０を備えたが
、ネットワークを介して接続可能なサーバ等にこのＣＤＤＢ１６０を備え、必要に応じて
このサーバ等に接続して、必要な曲情報を読み出すようにしてもよい。あるいは、車載オ
ーディオ装置１００にＣＤＤＢ１６０を備えるとともに、ネットワークを介して接続可能
なサーバ等に最新の曲情報を含むＣＤＤＢ１６０’を備え、ＣＤＤＢ１６０に含まれない
曲情報についてはサーバ等のＣＤＤＢ１６０’を用いるようにしてもよい。
【００５１】
　また、上述した実施形態では、携帯オーディオ装置２００の楽曲記憶部２６０に格納さ
れた曲情報のデータ量が多い場合であって、レスポンスのデータ量がＭＴＵを超える場合
にはこの超えた分を削除してレスポンスが作成される場合について説明したが、携帯オー
ディオ装置２００の仕様によっては、このように一部が欠落する曲情報の全体を削除する
場合も考えられる。例えば、アーティスト名全体を加えるとＭＴＵを超えてしまうが、ア
ーティスト名を削除するとＭＴＵに収まる場合に、アーティスト名全体を削除する場合で
ある。このようなレスポンスのデータ量はＭＴＵよりも少なくなって図９のステップ１０
６の判定において否定判断されることになり、一部の曲情報が削除されたにもかかわらず
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して、曲情報判定部１１５は、コマンドによって送信が要求された複数の種類の曲情報（
図４のＡｔｔｒｉｂｕｔｅＩＤ　ｌｉｓｔで指定された複数の曲情報）の少なくとも１つ
が欠落したレスポンスを曲情報取得部１１４で取得した場合に、この受信したレスポンス
に含まれる曲情報が不完全であると判定するようにしてもよい。
【００５２】
　また、上述した実施形態では、音楽データ取得部１１１によって取得した音楽データを
用いて楽曲再生部１１２による再生動作中にこの楽曲に対応する曲情報を取得する場合に
ついて説明したが、再生中でない音楽データに対応する曲情報を取得する場合についても
本発明を適用することができる。
【００５３】
　また、上述した実施形態では、ブルートゥース方式を用いた無線通信によって相互に接
続された車載オーディオ装置１００と携帯オーディオ装置２００からなるオーディオシス
テムについて説明したが、車載オーディオ装置１００において受信可能なデータの最大容
量が設定されているものであれば、ブルートゥース方式以外の無線方式を介して相互接続
された構成についても本発明を適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　上述したように、本発明によれば、楽曲再生に必要な音楽データを供給する外部装置か
ら付属情報を取得することができるとともに、取得した付属情報が不完全なものである場
合にこれを補完して完全な付属情報とすることができる。
【符号の説明】
【００５５】
　１００　車載オーディオ装置
　１１０、２１０　制御部
　１１１　音楽データ取得部
　１１２　楽曲再生部
　１１３　曲情報要求部
　１１４　曲情報取得部
　１１５　曲情報判定部
　１１６　曲情報補完部
　１１７　曲情報表示処理部
　１２０、２２０　通信インタフェース部（通信Ｉ／Ｆ）
　１３０、２３０　オーディオ処理部
　１４０、２４０　表示処理部
　１４２、２４２　表示部
　１５０、２５０　操作部
　１６０　ＣＤＤＢ
　２００　携帯オーディオ装置
　２６０　楽曲記憶部
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